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第 263回 台東区東京国立博物館のジェンナー像と町田久成像 

       筆者：林 久治（記載：2024 年 1 月 23日） 

（１）前書き 

前回の記事/f では、台東区立駒形中学校の坂本龍之輔像の探索記を記載した。本
稿では、台東区東京国立博物館のジェンナー像と町田久成像の探索記を記載する。
両像は「日本の銅像探偵団」（１）のサイト/）に収録されているので、本稿ではそ
れらを簡潔に紹介する。探索日は１月 13 日であった。なお、本稿では私の意見など
を青文字で、資料の内容などを緑文字で記載する。また、私の銅像探索記の全ては、
２）のサイト/fから閲覧出来ます。 

 

（２）東京国立博物館のジェンナー像 

 東京国立博物館の構内図を図１に示す。本図に、ジェンナー像（②地点）と町田

久成像（③地点）の設置場所を示す。 

 

 

図 1．東京国立博物館の構内図、①：正門、②：ジェンナー像、③：町田久成像。 

 

（本文は、３ページに続く。） 

①  

② 

③ 

http://masaniwa.web.fc2.com/RW-262.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
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図２．上：ジェンナー像の周辺、下：ジェンナー像。 
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 東京国立博物館の正門（図１の①地点）を入り、右手に行くと、東洋館の横に１

基の立像があった。その写真を図２上に示す。図２下には、その近接写真を示す。

本像の台座正面に碑文があった。その写真を、図３に示す。碑文には、座主の名前

が「種痘醫祖善那君像 DR.EDWARD JENNER」と書かれていた。 

 

図３．ジェンナー像の台座正面の碑文。 

 

 碑文には、次のように書かれていた。 

種痘醫祖善那君像/DR.EDWARD JENNER/是為種痘醫祖善那/君之像君英國人以/良醫名時患痘

瘡禍/世創牛痘種法至西/暦一千七百九十八年始公之於世其方/流傳各国經五十餘/年入我長

崎實嘉永/二年也遂遍布海内/曩者大日本私立衛/生會謀鑄君像以表/徳朝野人士翕然贊/助託

東京美術學校/鑄造今茲明治三十/七年六月得官允建/之帝室博物館側嗚/呼躋民壽域恵澤不/

可諼也乃記以諗後/大日本私立衛生會獻納 

 本像の周辺には、上記以外の案内文は掲示されていなかった。しかし、本像の解

説記事は多い。その主なものを以下に記載する。 

３）のサイト/a：「国立文化財機構所蔵品統合検索システム：ジェンナー像」。作者：米

原雲海、時代世紀：明治 30年(1897)、品質形状：銅造、寄贈者：大日本私立衛生会。 

４）のサイト/e：「種痘の発明者《ジェンナー像》 － 東京国立博物館・野外展示」。イギ

リスの医師エドワード・ジェンナー（1749〜1823）。牛の乳搾りの女性は、天然痘が流行

しても罹らない。この経験則をきっかけに長年研究を続けた牛痘ワクチンを、初めてジェ

ンナー家の使用人の８歳の息子に対して治験し、その効果が確認されたのが 1796 年のこ

と。それから 100 年となる明治 29（1896）年に、大日本私立衛生協会が東京美術学校に制

作を依頼。木彫科の高村光雲を制作主任として、実際の制作は助手の米原雲海（1869〜

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/C-541?locale=ja
https://blog.goo.ne.jp/k-caravaggio/e/cc978b89508bc4b88d0e706b15c1fdce


4 

 

1925）が担当し、翌 30（1897）年に木彫の原型（現在東京芸術大学所蔵）が完成。その後

（時期不明）青銅像が完成。台座の銘板によると、明治 37（1904）年 6 月に帝室博物館の

傍に建立したという（その場所は不明）。昭和 6（1931）年に表慶館の後の広場に移され、

昭和 54（1979）年に正門から入ってすぐ右手にあるイイギリの大木の下という現在の場所

に移築される。 

５）のサイト：「生命科学の雑記帳：157.ジェンナー没後 200 年記念」。今年は、ジェン

ナー没後 200 年にあたる。彼の種痘開発は、ウイルスや細菌が見つかる以前、感染症や免

疫の概念もなかった時代に、ナチュラリストとしてのジェンナーの鋭い観察力に支えられ

ていた。没後 200 年記念を機会にジェンナーの生涯とその偉業を紹介する。 

６）のサイト/0：ロンドンのケンジントン公園に，エドワード・ジェンナー（1749-1823

年）の銅像がある。左手をかるく下顎にあて，右手に書物を持ち，慈父のおももちをした

坐像である。 

７）のサイト/7：雑誌日本医史学雑誌巻号 55(1)-55(4)=1533-1536:2009.3-2009.12 の記事

『善那余話』からみた東京国立博物館ジェンナー像建立の経緯。 

 以上の資料などにより、ジェンナー像の概要は次の通りである。 

ジェンナー立像 

設置場所：東京都台東区 東京国立博物館東洋館横 

制作者：米原雲海 

制作時期：1897 年 

寄贈者：大日本私立衛生会 

設置経緯：エドワード・ジェンナー（1749〜1823）はイギリスの医師。牛の乳搾りの女性

は、天然痘が流行しても罹らない。この経験則をきっかけに長年研究を続けた牛痘ワクチ

ンを、初めてジェンナー家の使用人の８歳の息子に対して治験し、その効果が確認された

のが 1796 年のこと。   それから 100 年となる明治 29（1896）年に、大日本私立衛生協会

が東京美術学校に制作を依頼。木彫科の高村光雲を制作主任として、実際の制作は助手の

米原雲海（1869〜1925）が担当し、翌 30（1897）年に木彫の原型（現在東京芸術大学所

蔵）が完成。  その後（時期不明）青銅像が完成。台座の銘板によると、明治 37（1904）

年 6月に帝室博物館の傍に建立したという（その場所は不明）。昭和 6（1931）年に表慶館

の後の広場に移され、昭和 54（1979）年に正門から入ってすぐ右手にあるイイギリの大木

の下という現在の場所に移築される。 

 

（３）東京国立博物館の町田久成像 

 私はジェンナー像を探索した後、東京国立博物館の平成館に行き、その前（図１

③地点）にある町田久成像を探索した。次ページの図４上に、平成館前に設置され

た１基の胸像の周辺写真を示す。図４下左には胸像の近接写真を、図４下右に本像

台座正面の題字を示す。題字には達筆で「初代 町田久成館長像」とあった。  

 ５ページの図５上に本像横にあった案内文を、図５下左に本像台座背面の顕彰文

を、図５下右には本像背面の制作者サインを示す。サインには「平成二十八年中村

晋也謹作」とあった。ウィキペディアによれば、中村先生の略歴は次の通りであ

る。 

中村晋也（1926 年 7月 29日 - ）は三重県亀山市生まれ。1949 年東京高等師範学校（現・

筑波大学）を卒業し、鹿児島師範学校文部教官、兼鹿児島大学講師となる、1972 年鹿大教

授。2007 年文化勲章受章。代表作は「薩摩の群像 」。 

https://webview.isho.jp/journal/detail/abs/10.11477/mf.1402201570
https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/R000000004-I10458207
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図４．上：平成館前に設置された胸像の周辺、下左：胸像の近接写真、下右：本像

台座正面の題字。 
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図５． 

上：本像横の案内文、 

下左：本像台座背面の顕

彰文、 

下右：本像背面の制作者

サイン。 
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 本像横にあった案内文には以下の記載があった。 

初代館長町田久成 

薩摩藩の名族に生まれ、幕末に藩命を受けて欧州に留学。維新後は文化行政を担い、博物

館の初代館長として上野博物館の建設や博覧会開催に尽力した。辞官後、出家し園城寺子

院の住職となる。「石谷」と号した。当館庭園にその事績を偲んだ「町田石谷君碑」があ

る。 

 本像台座背面の顕彰文には以下の記載があった。 

町田久成は、天保九年（1838）薩摩国日置郡石谷領主の町田久長の長男として鹿児島城下

に生まれ、町田家二十九代当主となる。十九歳で江戸の昌平黌に学び、文久三年（1863）

二十六歳で大目付となった。同年に藩の開成所が創設されると学頭となり、慶應元年

（1865）薩摩藩英国留学生を率いて渡英した。帰国後は新政府で外国官判事や外務大丞と

して外国事務に携わったが、明治三年（1870）に大学大丞に転じて文化財行政に専念し

た。明治五年、旧湯島聖堂の大成殿で開催した博覧会を機に「文部省博物館」が発足する

と、初代館長に就任し、ただちに文化財を恒常的に保管・展示するための本格的な博物館

建設の必要性を太政官に進言し、明治十五年、上野寛永寺跡地の新たな博物館開館に至る

までその運営に尽力した。その後明治十八年に元老院議官となったが、四年後に職を辞

し、岡倉天心やフェノロサなどと共に、園城寺法明院住職の桜井敬徳和尚に帰依し、園城

寺光浄院住職として文化財の保護に努めた。 

明治三十年九月十三日上野の明王院にて、逝去。享年六十歳。 

 平成二十八年十一月吉日 

  建 立  町田家三十二代当主        町田忠夫 

  題字揮毫 第九十七代内閣総理大臣      安倍晋三 

  制 作  文化勲章受章・日本芸術院会員   中村晋也 

 町田像の説明や町田氏の経歴紹介の記事は多いが、その主なものは以下の通りで

ある。 

８）のサイト/0：黒谷美術 Gallery（町田像の概要、町田氏の略歴）。 

９）のサイト/4：上野の東博初代館長である町田久成胸像を寄贈するにあたり、その台座

費用の援助をお願いします。 町田久成は薩摩藩英国留学生のリーダーとして英国ロンドン

に留学し、帰国後、上野の森に日本で初めて博物館を作りました。胸像は 2016 年 11月 14

日の博物館の日に、東京上野の東京国立博物館(東博)の本館と平成館の間の中庭に設置・

除幕されます。 

ウィキペディア（町田久成）：町田久成（1838 年 1月 27日 - 1897 年 9 月 15日）は、明

治時代の日本の官僚、僧侶。旧薩摩藩士（島津氏庶流）。通称・民部、号は石谷。1865

年、他の 18名と共にイギリスへ留学。東京国立博物館の初代館長となる。後に出家して三

井寺光浄院の住職となり、僧正となる。 

10）のサイト：博物局書籍館長、町田久成一 その宗教観を中心として（著者：後藤純郎） 

 以上の資料などにより、町田像の概要は次の通りである。 

町田久成胸像 

設置場所：東京都台東区 東京国立博物館東洋館横 

原型作者：中村晋也（2007年文化勲章受章） 

鋳造：黒谷美術（富山県中新川郡立山町） 

除幕：2016 年 11月 14 日の博物館の日 

https://www.kurotani.jp/gallery/1310
https://camp-fire.jp/projects/view/11794
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建立：町田家三十二代当主・町田忠夫 

設置経緯：町田久成（1838-1897）は薩摩藩出身で、「博物館の父」ともいわれる。本像建

立は「久成のことを知ってほしい」と子孫が企画。鹿児島市在住で、文化勲章を受章した

彫刻家中村晋也さん当時（90）が制作した。町田は、現在の鹿児島市石谷町出身。1865 年

に薩摩藩英国留学生として渡欧し、大英博物館やパリ万国博覧会に感銘を受けた。帰国後

は新政府の文化事業にも携わり、1882 年に国立博物館の初代館長になった。町田久成の弟

で、留学生として共に渡欧した申四郎の孫、町田忠夫さん（80）が、他の留学生の子孫ら

に呼びかけて企画。また、胸像作成において、発注者の予算が底をついてしまい、大理石

で作る台座の費用が足りなくなり、この台座の作成費用約 160 万円についてラウドファン

ディングで資金調達をした経緯がある。台座正面の碑銘「初代 町田久成館長像」は安倍晋

三内閣総理大臣の書。 

 

（４）現在、非公開の銅像 

 最近、私が銅像情報を調べて探索に行っても、非公開の銅像がいくつかあった。

それらを、以下に記載して、銅像研究家の便に供する。 

①狩野芳崖（1828年 2月 27日-1888年 11月 5日）：幕末から明治期の日本画家で

近代日本画の父。 

11）のサイト/a：「国立文化財機構所蔵品統合検索システム：狩野芳崖像」。所蔵者：東京

国立博物館、品質形状：銅造、作者：藤田文蔵、銘文等：建像者/岡倉秋水/製作者/藤田文

蔵/昭和八年六月五日。 

 １月 13日に私が東京国立博物館に行った時に、案内所で本像の展示場所を尋ね

た。調査していただいた結果、「本像は常設展示されておらず、特別展示の際に展

示されるかも知れない」との回答を得た。なお、１）のサイト/によれば、狩野芳崖

像は山口県下関市の下関市立美術館と覚苑寺に設置されている。 

②ＮＨＫ放送博物館の銅像 

 私は、2023 年 1月 4日に愛宕山に行き、ＮＨＫ放送博物館の銅像を探索し、その

探索記を 215 の記事/fに記載した。この時は、本館には後藤新平像しか展示されて

いなかった。「ぶらり重兵衛の歴史探訪２」という面白いサイトがある。その中

で、「銅像との出会い」という欄（12）のサイト/m）があり、そこでは多数の銅像

が収録されている。ＮＨＫ放送博物館の銅像では、以下の３像が収録されている。 

岩原謙三像、北村政治郎像、及び和田精像 

 上記のサイトは 2020 年 10月 31日の更新であるので、それよりも古い情報が含ま

れている。私の 2023 年 1月 4日の情報によれば、上記の３像は展示されていなかっ

た。「現時点でどうか」を確認するために、私は 1月 19日の坂本像探索の後に、Ｎ

ＨＫ放送博物館に行ってみた。その結果、「現在は、展示されているのは後藤像の

みで、上記の３像は展示されていない」ことを確認した。 

 

 

参考資料 
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https://douzou.guidebook.jp/
http://215の記事masaniwa.web.fc2.com/RW-215.pdf
http://burari2161.fc2web.com/douzou.htm
https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
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